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反
対

□
佐
藤
一
男
議
員

　

町
民
の
安
全
性
等
を
考
え
、

非
常
に
不
透
明
な
と
こ
ろ
が
あ

り
、
国
家
統
制
を
図
る
狙
い
も

あ
る
と
い
う
観
点
か
ら
、
全
国

瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
工
事
関
連

の
一
般
会
計
補
正
予
算
は
、
認

め
ら
れ
な
い
の
で
反
対
す
る
。

賛
成

□
武
藏
重
幸
議
員

　

緊
急
警
報
が
円
滑
に
あ
る
べ

き
で
あ
り
、
賛
成
す
る
。

「
ヒ
ロ
シ
マ
・
ナ
ガ
サ
キ
議

定
書
」
の
採
択
に
向
け
た
取

り
組
み
を
求
め
る
意
見
書

●
提
案
理
由

　

核
兵
器
廃
絶
に
向
け
た
具
体

的
な
取
り
組
み
が
な
さ
れ
る
よ

う
、「
ヒ
ロ
シ
マ
・
ナ
ガ
サ
キ

議
定
書
」
が
Ｎ
Ｐ
Ｔ
再
検
討
会

議
に
お
い
て
採
択
さ
れ
る
こ
と

を
要
望
す
る
も
の

核
兵
器
の
廃
絶
と
恒
久

平
和
を
求
め
る
意
見
書

●
提
案
理
由

　

核
兵
器
廃
絶
と
恒
久
平
和
実

現
の
た
め
、
核
拡
散
防
止
条
約

（
Ｎ
Ｐ
Ｔ
）
再
検
討
会
議
に
お

い
て
実
効
あ
る
核
軍
縮
・
不
拡

散
外
交
に
強
力
に
取
り
組
ま
れ

る
こ
と
を
要
望
す
る
も
の

プ
ル
サ
ー
マ
ル
計
画
に

対
す
る
慎
重
な
対
応
を

求
め
る
意
見
書

●
提
案
理
由

　

女
川
原
発
に
お
け
る
プ
ル

サ
ー
マ
ル
の
実
施
に
つ
い
て
、

立
地
市
町
村
の
住
民
の
理
解
を

得
ら
れ
る
よ
う
慎
重
な
対
応
を

要
望
す
る
も
の

い
ず
れ
も
全
員
賛
成
で
採
択

討　

論

町
営
ス
キ
ー
場
・
森
林
体
験
交
流
施
設
の
管
理
者
を
指
定

第

１

回

臨

時

会

ス
キ
ー
場
の
指
定
管
理

者
の
指
定

●
提
案
理
由

　

指
定
管
理
期
間
の
満
了
に
伴

う
、
ス
キ
ー
場
の
指
定
管
理
者

の
指
定
の
議
決
を
求
め
る
も
の

１　

管
理
施
設
の
名
称

　

み
や
ぎ
蔵
王
七
ヶ
宿
ス
キ
ー
場

２　

指
定
管
理
者

　

有
限
会
社　

は
あ
と
リ
ソ
ー
ト

３　

指
定
期
間

　

平
成
22
年
４
月
１
日
か
ら

　

平
成
27
年
３
月
31
日
ま
で

□
質
疑　

佐
藤
一
男
議
員

　

契
約
額
の
考
え
は
。

■
答
弁　

町
長

　

こ
れ
ま
で
年
１
３
０
０
万
円

の
契
約
で
あ
っ
た
。
今
後
協
議

し
た
い
。

□
質
疑　

佐
藤
一
男
議
員

　

今
回
の
公
募
期
間
は
25
日
間
。

も
っ
と
長
期
間
必
要
で
は
な
い

の
か
。

■
答
弁　

町
長

　

今
後
吟
味
し
た
い
。

□
質
疑　

吉
野
一
夫
議
員

　

圧
雪
車
な
ど
の
重
機
修
繕
、

レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
を
リ
フ
ォ
ー
ム

す
る
考
え
は
。

■
答
弁　

総
務
課
長

　

委
託
料
の
中
に
あ
る
程
度
含

め
て
お
り
、
協
議
し
な
が
ら

行
っ
て
い
る
。

□
質
疑　

森
議
員

　

条
例
に
規
定
さ
れ
て
い
る

「
団
体
」
が
公
募
チ
ラ
シ
に
な

い
理
由
は
。
ま
た
、
今
後
の
更

新
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

の
か
。

■
答
弁　

町
長

　

ス
キ
ー
場
は
、
資
格
を
持
っ

た
関
係
者
が
い
て
経
営
が
正
常

な
形
で
流
れ
て
い
る
た
め
、
法

人
と
商
工
会
に
登
録
し
て
い
る

事
業
所
に
絞
り
込
ん
だ
。
今
後

も
法
人
を
メ
ー
ン
と
し
た
条
例

改
正
も
含
め
て
対
応
し
た
い
。

全
員
賛
成
で
可
決

　

１
月
22
日
、「
ス
キ
ー
場
の
指
定
管
理
者
の
指
定
」
を
含
む
２
議
案
が
提
案
さ
れ
、
す
べ
て
可
決
し
ま
し
た
。

森
林
体
験
交
流
施
設
の

指
定
管
理
者
の
指
定

●
提
案
理
由

　

指
定
管
理
期
間
の
満
了
に
伴

う
、
森
林
体
験
交
流
施
設
の
指

定
管
理
者
の
指
定
の
議
決
を
求

め
る
も
の

１　

管
理
施
設
の
名
称

　

総
合
案
内
施
設

　

オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場

２　

指
定
管
理
者

　

有
限
会
社　

は
あ
と
リ
ソ
ー
ト

３　

指
定
期
間

　

平
成
22
年
４
月
１
日
か
ら

　

平
成
27
年
３
月
31
日
ま
で

全
員
賛
成
で
可
決

意
見
書
の
採
択

特
別
委
員
会
の
設
置

バ
ス
運
行
特
別
委
員
会

１　

設
置
の
目
的

　

バ
ス
運
行
と
利
便
性
に
関
す

る
調
査
と
研
究

２　

委
員
の
定
数　

議
員
全
員

産
業
振
興
特
別
委
員
会

１　

設
置
の
目
的

　

道
の
駅
に
お
け
る
産
業
振
興

の
調
査
と
研
究

２　

委
員
の
定
数　

議
員
全
員

管
原　

研
治　

議
員

問　ブロードバンド（高速光通信）整備実現への行政対応は

答　情報格差の是正、整備後のブロードバンドの加入促進を図る

問　第３期中山間地域等直接支払制度取組みへの行政支援は

答　農地の保全と集落の連携強化に資するよう支援していきたい

質　

問

　

昨
年
９
月
の
補
正
予
算
に

ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
整
備
事

業
に
関
す
る
工
事
請
負
費

１
億
５
２
８
万
４
０
０
０
円
を

計
上
し
た
が
、
今
日
ま
で
の
町

と
し
て
の
対
応
や
整
備
を
希
望

す
る
自
治
体
へ
の
事
業
採
択
な

ど
、
現
在
ま
で
の
状
況
と
町
内

に
お
け
る
整
備
事
業
実
現
の
可

能
性
を
聞
き
た
い
。

　

ま
た
、
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
の

整
備
は
過
疎
化
の
進
む
本
町
に

と
っ
て
、
過
疎
の
ハ
ン
デ
を
克

服
す
る
た
め
に
必
要
不
可
欠
な

事
業
で
あ
る
が
、
町
長
は
こ
の

整
備
を
ど
の
よ
う
に
認
識
し
て

い
る
か
聞
き
た
い
。

町　

長

　

ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
整
備
の

推
進
は
、
必
要
性
、
事
業
内
容
、

規
模
を
検
討
し
、
補
助
事
業
と

地
域
活
性
化
・
公
共
投
資
臨
時

交
付
金
を
主
な
財
源
と
し
実
施

す
る
こ
と
に
決
定
し
た
。
補
助

率
は
３
分
の
１
、
交
付
金
が
残

額
の
90
％
で
あ
り
、
総
事
業

費
の
90
％
以
上
が
助
成
さ
れ

る
見
込
み
で
あ
る
。
補
助
事
業

は
、
８
月
末
に
事
業
内
示
を
受

け
、
交
付
金
事
業
は
２
月
に
実

施
計
画
を
提
出
し
た
。
そ
の
間

は
、
電
気
通
信
事
業
者
の
選
定

を
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
で
行
っ

た
。
そ
の
後
、
３
月
上
旬
に
事

業
申
請
を
し
て
い
る
。
早
期
に

交
付
決
定
、
事
業
の
実
施
が
で

き
る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
。

　

こ
の
事
業
に
よ
り
情
報
格
差

の
是
正
が
図
ら
れ
る
と
思
う
。

今
後
は
、
整
備
後
の
ブ
ロ
ー
ド

バ
ン
ド
の
加
入
促
進
を
図
り
た

い
。

再
質
問

　

情
報
通
信
と
環
境
保
全
と
の

関
連
に
つ
い
て
「
人
や
モ
ノ
の

移
動
が
減
り
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
使
い
方
が
よ
り
効
率
的
に
な

る
」
と
い
わ
れ
、
今
、
国
内
の

テ
レ
ワ
ー
ク
（
※
１
）
人
口
は

約
15
％
程
度
で
、
原
口
大
臣
ビ

ジ
ョ
ン
で
は
２
０
１
２
年
に
は

霞
ヶ
関
の
全
職
員
を
週
一
回
テ

レ
ワ
ー
ク
と
す
る
考
え
を
示
し

て
い
る
。

　

例
え
ば
、
テ
レ
ビ
会
議
を
行

う
こ
と
で
二
酸
化
炭
素
排
出
量

は
半
減
し
、
病
院
な
ど
で
は
顕

微
鏡
の
画
像
も
鮮
明
に
見
ら
れ
、

遠
隔
操
作
す
る
こ
と
も
で
き
る

こ
と
か
ら
医
師
不
足
対
策
に
も

メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。
水
源
の
町

と
し
て
生
活
環
境
の
デ
メ
リ
ッ

ト
を
幾
ら
か
で
も
解
消
す
る
た

め
、
し
っ
か
り
と
し
た
構
想
の

も
と
に
町
内
各
戸
に
負
担
な
し

で
光
ケ
ー
ブ
ル
の
整
備
を
す
る

考
え
が
あ
る
か
聞
き
た
い
。

町　

長

　

人
口
は
１
８
０
０
人
を
切
り
、

高
齢
化
率
は
ま
も
な
く
43
％
と

い
う
実
情
の
中
で
、
整
備
し
た

後
の
取
り
組
み
方
が
重
要
で
あ

る
。
各
団
体
、
個
人
も
含
め
て

勉
強
を
重
ね
な
が
ら
、
最
大
限

生
か
さ
れ
る
よ
う
に
努
力
し
て

い
き
た
い
。

§

質　

問

　

第
３
期
中
山
間
地
域
等
直
接

支
払
制
度
の
内
容
は
、
高
齢
農

家
へ
の
配
慮
や
共
同
的
な
農
地

保
全
、
或
い
は
高
齢
化
集
落
支

援
な
ど
「
集
団
的
サ
ポ
ー
ト
」

を
重
視
し
た
制
度
に
見
直
さ
れ

た
。
農
地
が
年
々
荒
廃
し
て
い

る
本
町
に
と
っ
て
は
積
極
的
に

取
組
む
べ
き
制
度
と
認
識
し
て

い
る
が
、
各
集
落
へ
の
行
政
支

援
を
ど
う
考
え
て
い
る
か
。
ま

た
、
農
地
の
有
効
活
用
を
一
層

促
進
す
る
た
め
、
新
た
な
担
い

手
育
成
の
窓
口
を
行
政
が
主
体

と
な
っ
て
設
置
し
、
地
域
農
業

振
興
を
図
る
考
え
が
あ
る
か
聞

き
た
い
。

町　

長

　

本
制
度
を
有
効
に
活
用
す
る

た
め
に
、
各
集
落
協
定
が
10

割
単
価
で
取
り
組
み
が
実
施
で

き
る
よ
う
、
本
制
度
の
理
解
と

普
及
を
図
り
、
農
地
の
保
全
と

集
落
の
連
携
強
化
に
資
す
る
よ

う
支
援
し
て
い
き
た
い
。
ま
た
、

集
団
的
サ
ポ
ー
ト
型
の
採
用

に
は
担
い
手
の
活
動
支
援
が
重

要
な
役
割
を
占
め
る
の
で
、
各

農
業
機
関
な
ど
の
協
力
を
得
て
、

新
た
な
担
い
手
育
成
に
努
力
し

て
い
き
た
い
。

再
質
問

　

こ
の
度
の
制
度
は
地
域
そ
の

も
の
を
守
る
と
位
置
づ
け
ら
れ

特
に
高
齢
農
家
へ
の
配
慮
が
な

さ
れ
て
い
る
。
町
の
政
策
と
し

て
農
地
全
般
に
わ
た
り
保
全
管

理
で
き
る
体
制
づ
く
り
を
確
立

し
、
今
日
ま
で
町
の
歴
史
を
支

え
て
き
た
兼
業
農
家
に
し
っ
か

り
と
し
た
支
援
を
行
い
、
更
に

は
町
存
亡
の
大
き
な
観
点
か
ら

制
度
加
入
者
へ
の
特
段
の
支
援

を
す
る
考
え
が
あ
る
か
聞
き
た

い
。

町　

長

　

農
業
を
自
分
で
で
き
な
い

方
々
が
年
々
多
い
。
遊
休
農

地
を
生
か
す
取
り
組
み
と
し
て
、

新
し
い
制
度
の
対
応
、
集
団
的

サ
ポ
ー
ト
型
と
い
う
、
そ
れ
ぞ

れ
農
家
の
か
か
わ
り
、
高
齢
者

の
方
々
の
状
況
を
勘
案
し
な
が

ら
、
最
大
限
こ
れ
に
手
当
し
て

い
き
た
い
。

再
々
質
問

　

現
存
す
る
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー

や
育
苗
セ
ン
タ
ー
な
ど
を
有
効

に
活
用
し
、
第
２
、
第
３
の
地

域
農
業
の
担
い
手
を
育
成
し
て

い
く
こ
と
が
望
ま
し
い
が
、
町

長
の
考
え
を
聞
き
た
い
。

町　

長

　

農
業
に
か
か
わ
る
関
係
者
が

今
こ
そ
一
致
協
力
し
て
知
恵
を

出
し
な
が
ら
、
活
力
の
見
え
る

状
況
を
つ
く
り
、
そ
れ
に
町
が

応
援
す
る
と
い
う
仕
組
み
が
一

番
大
事
と
受
け
止
め
て
い
る
。

※
１　

テ
レ
ワ
ー
ク

　

情
報
通
信
通
信
技
術
を
活
用

し
て
オ
フ
ィ
ス
に
行
か
な
い
で

仕
事
を
す
る
こ
と
。


